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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（平成３１年４月分） 

令和元年６月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 

 

１．国内情勢 

（１） 国家レベル 

（２） エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

２．外政 

（１） 多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセスを含む） 

（２） 二国間関係 

３．経済 

（１） 経済指標 

（２） 経済政策・公共事業 

（３） 民間セクター 

（注：以下は、現地紙など公開情報をとりまとめたものです。） 

 

１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＳＤＡとＤＦが連立交渉に向け覚書締結（５

日） 

ＳＤＡとＤＦは、ＢＨ国政及びＢＨ連邦の連立

政権交渉に関する両党の覚書を締結。同覚

書には、連立交渉相手のＨＤＺ及びＳＮＳＤが

難色を示すセイディッチ・フィンチ判決及びＮＡ

ＴＯ加盟行動計画の履行が含まれていること

から、今後の連立交渉ではＳＤＡ及びＤＦと、Ｈ

ＤＺ及びＳＮＳＤの関係悪化が懸念されてい

る。 

 

●新ＢＨ閣僚評議会の閣僚ポスト配分に関す

る合意（１７日） 

ＳＤＡ、ＨＤＺ、ＳＮＳＤの３党党首は新ＢＨ閣

僚評議会の閣僚ポスト配分をめぐる協議を実

施。その結果各党は、セルビア系に議長の他

対外貿易・経済関係相、運輸・通信相、人権・

難民相、ボシュニャク系に外相、国防相、治安

相、クロアチア系に財務・金融相、法相、内相

の各３閣僚ポストを配分することで合意した。

なお、各党間ではＮＡＴＯ加盟行動計画をめぐ

る意見の不一致が埋まっておらず、新ＢＨ閣

僚評議会の発足は合意されなかった。  

 

●ＢＨ閣僚評議会が東部国境の警備強化を

要求（４日） 

ＢＨ閣僚評議会は、ＢＨ治安省からの情報

に基づき、ＢＨへ流入する移民・難民問題につ

いて協議を実施。同問題に関して閣僚評議会

は、セルビアと接するＢＨ東部国境の警備強

化を目的として、今後ＢＨ軍に新部隊の創設

を、ＢＨ内務省に対して要員拡充を要請する

方針を決定した。 
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●クロアチア情報機関の活動をめぐりクロア

チア政府に対し抗議書簡（２日） 

ＢＨ大統領評議会は、「ＢＨはテロの巣窟で

ある」とのグラバル＝キタロビッチ・クロアチア

大統領の主張を証明するために、クロアチア

情報機関がＢＨ中部ゼニツァ・ドボイ・カントン

へ武器運搬の秘密活動を行っていたとされる

報道に関して、ＢＨ外務省に対してクロアチア

政府への抗議書簡の送付を命じた。 

 

（２）エンティティ、特別区 

ア．ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ＢＨ連邦議会上院、トゥズラ火力発電所７号

炉建設に中国からの資金借り入れを可決（１

日） 

ＢＨ連邦議会上院は、トゥズラ火力発電所７

号炉の建設を目的とする、ＢＨ電力公社によ

る中国輸出入銀行からの資金借り入れを承

認。これによりＢＨ電力公社は、中国輸出入銀

行から６．１４億ユーロの融資を受けることが

可能となった。同決定に関しては、欧州エネル

ギー共同体が、融資額に対してＢＨ連邦政府

が示した１００％の政府補償は、最大８０％ま

でをルールとするＥＵ規則に抵触するとして、

ＢＨ連邦議会上院に対して決定の延期を要請

していた。 

 

●ＲＳ警察・内務法修正案へ反発（２３日） 

ＢＨ連邦議会下院の治安委員会は、１８日

にＲＳ警察・内務法の修正草案がＲＳ国民議

会で第一読後の採決を通過したことを受けて、

関係する各国内・国際機関に対して同修正案

の成立阻止を求め、仮に修正案が可決された

場合には、ＢＨ連邦警察の予備隊創設を含む

必要な対応を講じるとの決定を全会一致で下

した。 

 

イ．スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●ＲＳ内務省がＲＳ警察予備隊創設の方針（１

日） 

ルカチュ内務相（ＳＮＳＤ）は、現地メディア

に対し、警察・内務法改正によるＲＳ警察への

予備隊創設の方針を表明。同大臣は併せて、

その目的は難民対応や自然災害等の不測の

危機への対応にあり、予備隊の規模は現有

警察規模の２０％を目処とすると説明した。 

 

●ＲＳの日をめぐるＢＨ憲法裁判決をＲＳ各党

が批判（２日） 

 １月９日をＲＳの日とする法律がＢＨ憲法に

違反するとしたＢＨ憲法裁判所判決への対応

をめぐり、ツビヤノビッチＲＳ大統領がＲＳ各党

党首を集め協議を実施。協議後にまとめられ

た共同声明の中で各党は、同判決はＲＳの合

法性及び正当性を無視し、歴史的事実を歪曲

しようとするものであると批判した。 

 

●ＲＳ警察・内務法修正案がＲＳ国民議会に

おける第一読を通過（１８日） 

ＲＳ警察予備隊の創設を含む警察・内務法

の修正案は、ＲＳ国民議会で第一読後の採決

を通過。市民集会への政府の弾圧を合法化

する法案との野党議員の批判に対し、ドディッ

クＢＨ大統領評議会議長は、同法案は移民の

増加やそれに紛れ込んで流入するＩＳＩＳ戦闘

員に対応するために必要な措置であると正当

化した。 

 

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●法の支配確立に向け欧州委員会がＢＨで
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新イニシアティブを開始（３日） 

欧州委員会は、ＢＨにおける法の支配の確

立に向けた新たなイニシアティブを開始。同イ

ニシアティブに基づき欧州委員会は今後、本

年１１月にかけて、ＢＨ国内の法制度改革の

確実な履行とアカウンタビリティの改善を目的

とするモニタリングの実施および評価書の作

成を行う。 

 

●欧州評議会議員会議のＢＨ資格停止（６日） 

欧州評議会は、６日までに欧州評議会議員

会議への新たなＢＨ代表団の選出が完了しな

かったことを受け、同会議におけるＢＨの参加

資格を一時停止。欧州評議会規則によれば、

各加盟国の議会は、選挙後６ヶ月以内に新た

な代表団を選出しなければならないところ、Ｂ

Ｈの同期限は昨年１０月の選挙から６ヶ月後

の本年４月６日であった。 

 

●ＥＵ加盟候補国の地位付与に関する意見

書（１５日） 

当地紙掲載のインタビューの中で、コツィヤ

ンチッチ欧州委員会報道官は、ＢＨに対するＥ

Ｕ加盟候補国地位付与に関する欧州委員会

の意見書提示は本年５月中の予定と発言。ま

た同報道官は、それを受けた加盟候補国の地

位付与に関するＥＵの最終決定は、本年１１

月の新欧州委員会の発足後、早くとも来年の

初頭になるとの見通しを示した。 

 

●ＢＨの移民対策にＥＵから１，３００万ユーロ

（２９日） 

欧州委員会は、ＢＨに流入する移民・難民

への対策費用として、ＢＨ政府に対し１，３００

万ユーロの資金援助の実施を決定。この支援

計画は、移民・難民対策支援として２０１８年

にＥＵがＢＨに対して行った９７０万ユーロの支

援に続く第二期支援の一環であり、同資金は

今後、移民・難民の住居確保や食事提供に充

てられる。 

 

（２）二国間関係 

●ＢＨ・中国首脳会談（１１日） 

第８回「１６＋１」会合（於・クロアチア）のフリ

ンジにおいて、ズビズディッチＢＨ閣僚評議会

議長は中国の李克強首相と会談を実施。ズビ

ズディッチ議長は「一帯一路」を通じたＢＨ・中

国関係の緊密化に言及し、ＢＨの観光、エネ

ルギー、運輸・交通の各分野に対する中国か

らの投資拡大、及び、ＢＨからの乳製品、蜂蜜、

ワインなどの農産品輸出に期待を示した。こ

れに対して李首相は、ＢＨからの輸入拡大及

び観光分野での協力拡大に意欲を示した。 

 

３．経済 

（１）経済指標（ＢＨ統計局） 

●２０１８年第４四半期のＧＤＰ伸び率は前年

同期比３％増（ＢＨ統計庁） 

２０１８年１０～１２月のＢＨのＧＤＰは、前年

同期比で３％のプラス成長。 

 

●産業生産指数 

３月の産業生産指数は、季節調整後の数

値で前月比０．１％のマイナス、前年同月比で

は４．９％のマイナス。 

 

●雇用／失業率 

２月の失業者数は４３万５３人。２０１７年の

同月を基準値（１００）とする前年（２０１８年）同

月比で８．４％、実数にして４万２，９０４人の

減少で改善傾向。 
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●平均給与 

２０１９年２月の平均給与（手取り）は８９５Ｋ

Ｍ（４４７．５ユーロ）で、前年同月比で５．４％

のプラス。 

 

●消費者物価指数 

３月の消費者物価指数は前月比で０．１％

のプラス。 

 

●貿易収支 

１～３月期の輸出額は、前年同期（２０１８

年１～３月）比で０．６％のマイナスで２７億７，

１００万ＫＭ（１３億８，５５０万ユーロ）、輸入額

は前年同期比で４．７％のプラスで４６億１，１

００万ＫＭ（２３億５５０万ユーロ）。輸出額から

輸入額を引いた貿易収支は１８億４，０００万

ＫＭ（９億２，０００万ユーロ）の赤字。輸出・輸

入額の上位５ヶ国は以下の通り。 

 

ＢＨからの輸出 ＢＨへの輸入 

①ドイツ ①ドイツ 

②クロアチア ②イタリア 

③イタリア ③セルビア 

④セルビア ④クロアチア 

⑤スロベニア ⑤中国 

 

●観光客数 

３月にＢＨを訪れた観光客数は９万５，８０８

人で、前月比で２９．８％のプラス、前年同月

比で８．５％のプラス。このうち、日本からの観

光客数は４９１人。 

 

●対ＢＨ外国直接投資は増加傾向（ＢＨ中央

銀行） 

２０１８年の外国からの対ＢＨ直接投資額は

８００万ＫＭ（約４１０万ユーロ）で、２０１７年の

７７７万ユーロから２．８％の増加。２０１７年以

降の外国からの対ＢＨ直接投資の拡大傾向

は、２０１９年も維持される見通し。 

 

（２）経済政策・公共事業 

●西バルカン地域各国が通信ローミング料金

の引き下げで合意（４日） 

セルビアのベオグラードで開催された西バ

ルカン・デジタル・サミットにおいて、同地域の

携帯通信ローミング料金の引き下げ合意が西

バルカン地域の各国間で合意・署名された。

同合意の発効により、西バルカン地域におけ

る携帯通信ローミング料金は、２０２１年にか

けて漸次的に引き下げられる見通し。 

 

●ＩＭＦ年次総会（１２～１４日） 

米・ワシントンで開催されたＩＭＦ年次総会に、

ＢＨ中央銀行総裁を中心とするＢＨ代表団が

出席。総会に合わせて実施されたＩＭＦ側との

会合では、ＢＨとＩＭＦとの協力関係、及び、現

在凍結中のＩＭＦの対ＢＨプログラムについて

協議を実施。同プログラムに関してＩＭＦは、Ｂ

Ｈ側が条件を満たせば協議を継続するとの方

針を示した。 

 

●第１０回サラエボ・ビジネス・フォーラムの開

催（１７～１９日） 

ボスナ国際銀行及びイスラム開発銀行の

共催により、第１０回サラエボ・ビジネス・フォ

ーラムが開催。同フォーラムには、ドディックＢ

Ｈ大統領評議会議長、パホル・スロベニア大

統領、オクタイ・トルコ副大統領、ムジャヒド・マ

レーシア首相府相らが出席し、中東及び西バ

ルカン地域を中心に世界５０ヶ国から２，０００

人以上が参加。ＢＨへの投資呼び込み、及び、

新規起業などをテーマに、パネル・セッション、
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投資家会合、約３００のプロジェクト・プレゼン

テーションなどが行われた。 

 

●モスタル・フェアの開催（９～１３日） 

第２２回国際物産品展（モスタル・フェア）が

ＢＨ南部のモスタルで開催。本年は中国がパ

ートナー国となり、世界３０ヶ国以上から企業

が出展し、ドディックＢＨ大統領評議会議長

（セルビア系）及びブチッチ・セルビア大統領

が出席。なお、例年出席しているクロアチアの

首脳は今回は出席せず、ズビズディッチＢＨ

閣僚評議会議長（ボシュニャク系）も出席しな

かった。 

 

（３）民間セクター 

●伊・衣料品メーカーのカルツェドニアがＢＨ

に新工場を建設（１３日） 

イタリア衣料品メーカーのカルツェドニアは、

本年７月、ＢＨ北部のグラディシュカ市で総工

費１５０万ユーロの新工場の建設を完了する

予定。同市のアジッチ市長によれば、新工場

の稼働により、５００人の新規雇用が生まれる

見通し。 


